
男子レギュラー部門
優勝決定戦は、渡邊雄也と笹

田泰裕のともに 52 期で、ノン
タイトルの二人の対戦。渡邉が
準決勝で日置秀一を下せば、予
選をＢシフト 1 位通過の笹田
は、準々決勝で川添奨太、準決
勝は同期の谷合貴志を下して勝
ち上がってきた。その対戦は、
渡邊が 3 フレからフォースに
対し、6 フレ④⑥⑦のスプリッ
トでオープンを作った笹田は、
7 フレから初のダブルもあとが
続かず、渡邊が 229：188 で
制して初タイトルを手にした。
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従来のラウンドワンカップから大幅にレ
ギュレーションを変更して昨年から新たにス
タートした本大会だが、今年も1月から9月ま
で、12会場で行われた選抜大会をクリアした
選手が集結して、男女それぞれレギュラー、
シニア、グランドシニアの3部門に分かれ熱戦
を繰り広げた。男子レギュラー部門で、渡邊
雄也がデビュー7年目で初タイトルを獲得すれ
ば、女子レギュラー部門では、姫路麗がつい
に永久シードとなる通算20勝目を挙げた。
（主催：(公社)日本プロボウリング協会　特別
協賛：㈱ラウンドワン）

10 月 25 ～ 26 日
ラウンドワンスタジアム堺中央環状店

男子グランドシニア部門
斉藤正典と星野宏幸の優勝
決定戦は、1 フレからストライ
クラッシュをかける斉藤を、星
野も 2 フレからターキーで追
いかけたが、6 フレまで 6 連
発の斉藤が、233：201 と快
勝。昨年準Ｖのリベンジを果た
し、21 年ぶりの 11 勝目を挙
げた。

優勝決定戦に勝ち上がった。反
対のゾーンからは、三浦美里が
準決勝はＢゾーン予選 1 位で
同期の寺下智香を、ストレート
で下して優勝決定戦に進んだ。
前半 3 マークビハインドの三
浦が 5 フレからのフォースで
並びかけ、まったくの同ピンで
10 フレ勝負へ。その 1投目は
ともに⑩ピンを残す 9 本カウ
ント。先投げの三浦が痛恨のミ
スに対し、姫路はきっちりカ
バーして、この時点で優勝が決
定、そして永久シードの通算
20勝に到達した。

男子シニア部門
レギュラー部門同様、初タイ

トルのかかる西川徹と岡野秀幸

の戦いとなった。中盤までリー
ドの岡野が、8 フレ③⑥⑩をス
ペアミスでピン差となったが、
岡野は 9 フレのストライクを
ダブルへつなげて 202：189
と振り切り、悲願の初タイトル
を獲得した。

女子シニア部門
近藤文美と松井八知栄の対

戦となった優勝決定戦は、互い
に一歩も譲らぬ好ゲームとなっ
た。1 マーク差を追いかける近
藤が、9 フレのファウンデー
ションをターキーへつなげて、
219：215と4ピン逆転して、
10年ぶりの15勝目を挙げた。

●レギュラー部門 優勝決定戦
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●シニア部門 優勝決定戦

西川 　　徹

岡野　 秀幸
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●グランドシニア部門 優勝決定戦

斉藤 　 正典

星野　 宏幸 ⑧
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●レギュラー部門 優勝決定戦

姫路 　　麗

三浦 　美里

 29 49 69 98 118 138 158 176 195 215
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●シニア部門 優勝決定戦

近藤　 文美

松井 八知栄

 20 40 60 80 100 120 140 160 190 219
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 20 40 60 80 109 129 149 169 189 215
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●グランドシニア部門 優勝決定戦

時本 美津子

山本 由美子

 17 26 45 64 83 103 123 143 163 182
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

999

9

9

7

8⑦ 2

9 9

9 9

89⑥ 3⑧ 1

▲これまで 2 度優勝決定戦で敗れていたが「場慣れという
　か、それが経験値となって、今日は落ち着いて周りを見
　ながら勝負ができた」と、3 度目の正直で 7 年目の初タ
　イトルを獲得した渡邊
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女子レギュラー部門
予選をＡシフトトップ通過の
姫路は、準決勝で浅田梨奈を 2
－0 で下すなど、盤石の内容で

▲強敵を倒して優勝決定戦までこぎ
　つけた笹田だが、同期の渡邊に敗
　れ準Ｖ

▲左からグランドシニア優勝・斉藤、シニア優勝・岡野、レギュラー優勝・渡邊、
　グランドシニア2位・星野、シニア2位・西川、レギュラー 2位・笹田

▲左からグランドシニア優勝・時本、シニア優勝・近藤、レギュラー優勝・姫路、
　グランドシニア2位・山本、シニア2位・松井、レギュラー 2位・三浦

女子グランドシニアの部
時本美津子と山本由美子の7
期生対決となった優勝決定戦
は、前半は互角だったが、山本
は 8 フレ③⑥⑦⑩のスプリッ
トが命取りとなって、時本が
182：170 で制した。時本に
とって、2014 年のプリンス
カップ以来の 34 個目のタイト
ルだった。
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     女子レギュラー優勝の姫路麗は通算V20
                         男子レギュラーは渡邊雄也が7年目の初V

＜女子＞ ＜男子＞
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